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2020 年 6 月 18 日 
株式会社日立製作所 

 

企業のグローバル IoT ビジネスの展開を支援する 

IoT 活用サービス「Hitachi Global Data Integration」を提供開始 

通信回線の準備・回線管理からデータ収集・蓄積、利活用のための基盤の提供まで、 

グローバル IoT で必要となるシステム環境を一括してサービス提供し、事業の迅速な立ち上げを支援 

 
株式会社日立製作所(執行役社長兼CEO：東原 敏昭／以下、日立)は、このたび、企業のグロー

バル IoT ビジネスの展開を支援する、IoT 活用サービス「Hitachi Global Data Integration」を体

系化し、6 月 30 日から販売を開始します。 
本サービスは、IoT 技術を活用しグローバルでの事業展開を見据える企業向けに、通信回線の準

備や回線管理のほか、データの収集・蓄積、利活用のためのシステム環境の提供とその運用といっ

た、モノからデータを収集し利活用する一連の基盤機能を、サブスクリプション型のサービス形態で

提供するものです。グローバル環境下でのデータの利活用のための仕組みを、初期費用を抑え、手

軽にスモールスタートできるサービスメニューとして一括提供することで、製品や設備をグローバルに

出荷する製造業をはじめ、さまざまな産業分野においてグローバル市場での IoT 技術の活用による

さらなる事業強化を支援します。 
 なお、本サービスは、長年蓄積してきたOTのノウハウと、AIなどの先端のデジタル技術を活用し、

お客さまのデジタルイノベーションを加速する Lumada*1ソリューションを、迅速かつ容易に導入でき

る「Lumada Solution Hub」*2より提供します。 
 

近年、あらゆるモノがネットワークにつながる IoT技術の進展により、蓄積されるデータ量は加速度

的に増加しており、それらのデータの利活用による新規ビジネスの創出や社会課題の解決への機運

が高まっています。中でも、自動車や産業機械などの製品や設備をグローバルに出荷する企業にお

いては、各地域における稼働状況を収集し、それらのデータの利活用を通じて、運用・保守業務の

効率改善や新規サービスの立案といった新たな価値創出が期待されています。 
一方、各地域で稼働する製品や設備からデータを収集して利活用するには、地域ごとの通信回

線の調査・契約から、IoT デバイスの管理、データ収集・蓄積、利活用のためのシステム基盤の構築

やその運用といったさまざま準備が、各国の地域事情や法令などに即して必要となります。また、そ

のシステム基盤には、加速度的に伸長するデバイス数やデータ量にも対応できる拡張性が求められ

るなど、グローバル環境下での IoT データの分析・利活用に際して高い障壁となっています。 
 

本サービスは、グローバル環境下での IoT 技術の活用において障壁となるさまざまな課題に対応

し、機器に接続された通信デバイス*3 から送られるデータの収集、蓄積・管理、利活用を支援するシ

ステム環境を一括提供します。具体的には、国や地域を越えて IoT 技術の利活用で必要となる回線

管理を行う「回線接続サービス*4」、グローバルにデータの収集と蓄積を行うクラウド型の「データ収

集・蓄積サービス」、データレイクに蓄積した稼働情報などを可視化する「データ利活用ソリューショ
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ン」で構成されています。 
また、これらのサービスは、サブスクリプション型のサービス提供形態により、初期費用を抑え、IoT

技術の活用に必要となるシステム基盤の開発・運用コストや負荷を軽減します。回線管理から利活

用までの一連のシステム環境を提供できるため、手軽な PoC の環境立ち上げや IoT を活用した事

業検討を支援します。 
 
昨今の新型コロナウイルスの感染拡大により、人々の移動が制限されるなど社会的活動が大きく

変化しています。日立は Hitachi Global Data Integration のサービスを通じ、お客さまのニューノ

ーマルなビジネス環境の実現にも取り組んでいきます。 
また、今後も、日立は、5G 対応による新しいデータ利活用などサービスの強化・拡充に取り組み、

お客さまのグローバルでの IoT ビジネスの事業展開の支援とともに、多様なデータの活用によるイノ

ベーションの創出に貢献していきます。 
 
*1 Lumada:お客さまのデータから価値を創出し、デジタルイノベーションを加速するための、日立の先進的なデジタル技術を活用したソ

リューション・サービス・テクノロジーの総称 
*2 Lumada ソリューションの導入を迅速かつ容易にする「Lumada Solution Hub」を販売開始 

(2019 年 3 月 18 日 ニュースリリース) 
https://www.hitachi.co.jp/New/cnews/month/2019/03/0318.html 

*3 お客さまがご利用される通信デバイスについては利用国により選定頂く必要がありますので、推奨品についてはお問い合わせください。 
*4 国内のみ、海外はお客さまの IoT 機器や利用諸条件に応じた最適なネットワークを提案します。 

 

 
■「Hitachi Global Data Integration」の主な特長 

1. 国や地域の壁を越えた一元的な回線の制御・管理を実現する接続サービス 
お客さまが利用を検討する国の通信回線を、通信事業者の協力のもと一括提供し、回線接続・

管理を行う「回線接続サービス」を提供します。従来、世界各国で IoT の活用にあたり通信回線を利

用するには、国や地域ごとに通信事業者を調査・契約し、個々の通信事業者の備える接続インター

フェース(API *5)に応じてシステムを構築することが必要であり、その工数と作業負荷が課題となって

いました。 
「回線接続サービス」では、あらかじめ通信事業者向けの API を備えており、国や地域を越えた一

元的な回線の制御・管理を速やかに実現します。例えば、本サービスから、海外に出荷された製品

や設備の SIM(Subscriber Identity Module)回線の開通・停止や通信状態の管理を可能とするな

ど、回線接続・管理に要する負荷を軽減します。 
*5 API:Application Programming Interface   

 
2. 拡張性の高いデータ収集・蓄積のためのシステム基盤をクラウドサービスで提供 

膨大な機器や増え続けるデータ量に柔軟に対応できる、拡張性高いデータの収集・蓄積のため

のシステム基盤を、クラウド型サービスで提供します。本サービスでは、高信頼でスケーラブルな分

散処理を実行できるフレームワーク Hitachi Application Framework/Event Driven Computing 
*6(以下、HAF/EDC)を活用し、取り扱うデータ量の増減に応じて、処理スループットを増減させてデ
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ータ収集・蓄積を効率的に行います。また、「データ収集・蓄積サービス」は外部連携APIを提供し、

さまざまなお客さまの可視化や分析のための各種アプリケーションや社内システムなどとのデータ連

携が可能です。 
*6 HAF/EDC: 大量データを分散環境で高速に処理する目的で誕生した、イベント駆動型のシステム開発基盤・アプリケーション実行基 

盤。HAF/EDC 紹介 Web サイト(https://www.hitachi.co.jp/HAF_EDC/ )  

 
3．IoT データ利活用のための標準機能を提供 

「データ利活用ソリューション」では、位置追跡や稼働監視、アラート管理など収集データの利活

用において汎用的にニーズの高いものを標準機能として提供します。海外に出荷済みの製品や設

備の位置情報を地図データとマッピングして、地域ごとの圧力や温度などの機器の稼働状態をまと

めて一覧表示・グラフ化するほか、異常を検知してアラートを表示して迅速な保守対応を支援するな

ど、データ利活用に必要なシステム環境を標準機能として提供し、新たなビジネスの創出・展開をサ

ポートします。 
 

 

■「Hitachi Global Data Integration」概要図 
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■「Hitachi Global Data Integration」に関する価格および提供開始時期 

区分 サービス名 概要 価格(税別) 
提供開始

時期 

標準サービス 

回線接続サービス 
SIM、モバイル回線、パブリックネッ

トワークの提供および初期設定 初期費用 

500,000 円 

月額 396,000 円 
*7*8 

7 月 31 日 

データ収集・蓄積サービス 
ゲートウェイ、データ蓄積基盤、

API、GUI の提供および初期設定 

データ利活用ソリューション 
稼働監視、位置追跡、アラート検

知の提供および初期設定 

オプション 

個別システム 

インテグレーションサービス 

標準サービスをベースにした独自

仕様の開発 

個別見積 コンサルティングサービス 

PoC から実運用全般に渡り、IoT

ビジネスの展開に関するコンサル

ティングサービスを提供 

データ分析サポートサービス 
データ分析および分析結果による

提案 

お客さまのニーズや既存資産に合わせて、ご利用いただく機能・サービスをお選びいただけます。 
*7 10MB/デバイス・月の通信料が含まれます。10MB を超える場合は、追加料金が発生します。 
*8 月額基本利用料。200 台までは一律料金。201 台以上は月額 1,980 円/台が発生します。 

 
■「Hitachi Global Data Integration」に関するホームページ 

https://www.hitachi.co.jp/hgdi/ 
  
■日立製作所について 

日立は、IT(Information Technology)、OT(Operational Technology)およびプロダクトを組み

合わせた社会イノベーション事業に注力しています。2019 年度の連結売上収益は 8 兆 7,672 億円、

2020 年 3 月末時点の連結従業員数は約 301,000 人でした。日立は、モビリティ、ライフ、インダスト

リー、エネルギー、IT の 5 分野で Lumada を活用したデジタルソリューションを提供することにより、

お客さまの社会価値、環境価値、経済価値の 3 つの価値向上に貢献します。 
詳しくは、日立のウェブサイト(https://www.hitachi.co.jp/)をご覧ください。 
 

■お問い合わせ先 

株式会社日立製作所 社会ビジネスユニット 社会システム事業部 
社会・通信ソリューション本部 デジタルソリューション推進部 
〒140-8573 東京都品川区南大井六丁目 26 番 2 号 大森ベルポート B 館 [担当：板宮] 
問い合わせフォーム：https://www.hitachi.co.jp/society-inq/ 
(テレコム分野に関するお問い合わせを選択ください)  
 
 
 
 
 
                                                        以上 
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■「Hitachi Global Data Integration」の適用例 

(1) 製造業(輸送機器)への適用例 
グローバル各地域で稼働する輸送機器のデータを、本サービスを用いて、リアルタイムに取得しま

す。これにより、各地域の稼働データの一括管理を実現し、また、稼働状況の見える化により保全計

画の検討などを効率化します。 
なお、国内利用のみのお客さまにも、データの収集・蓄積、利活用を支援するシステム環境を一

括提供可能です。 

 
 
(2) 製造業(産業機器)への適用例 

常時稼働が必須となる産業機器において、装置の部品における振動や回転数などのデータを取

得し、異常値のトレンドを分析します。これにより、異常の有無など故障リスクを事前に検知し、ダウン

タイムを低減します。 

 
 

以上 

添付別紙 



------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
このニュースリリース記載の情報(製品価格、製品仕様、サービスの内容、発売日、 

お問い合わせ先、URL 等)は、発表日現在の情報です。予告なしに変更され、検索日と

情報が異なる可能性もありますので、あらかじめご了承ください。 

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
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